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異なるキレート剤EDTA， DTPA， EDDHA， 
HBED {N， N' -bis (2-hydroxybenzyl) ethy-
































































































































































































検出して諸性質を調べ，前者を bean yellow 
mosaic virus (BYMV)，後者を turnip

































































































































本りTobamovirus， Potyvirus， Potexvirus， 
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Xantlwmonas camtestris pathovar a-yzaeとX.
c. pv. camtes.的fsの相同形質転換における転換頻
度は，いずれも10-2(-103 /ng DNA)のオーダー














聞で非相同形質転換が a aq c d e 
成功した。しかし， 同 盟
X. c. pv. oryzaeを受 1 I 凶
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当研究所では研究報告として，大正5年 (1916)より欧文誌“Berichtedes Ohara Instituts fur land-
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中華人民共和国 16 ケニア 4 ブラジル 13 イタリア 36 スペイ γ 9 
イシド 15 チュニジア 3 カナダ 12 イギリス 34 ベルギー 8 
大緯民国 9 エチオピア l アルゼγチン 12 チェコ， ロシア 7 
フィリピン 7 エジプト l メキシコ 6 スロパキア m フィソラ γド 7 
中華民国 9 モロッコ l キューバ 6 ポーランド 22 デンマーク
イγドネシア 5 マダガスカル l コロンピア 5 オランダ 19 ポルトガル
マレーシア 317Jレジエリア l ペルー 2 ルーマニア 15 ギリシャ 31 
ベトナム共和国 2 グ7テマラ 1 フランス 12 ノルウェー 3 
朝鮮民主主義人民共和国 l コスタリカ l オーストリア 1 アイルランド 2 
タイ 1 チリ 1 スウェーデγ 10 ブルガリア 1 
スリラ γカ l トリニダー ドトパゴ l スイス 10 エストニア
トノレコ スリナム l ハγガリー 8 ラトピア 1 
計 734 計 734 Z十 173 計 320 



























































武田和義/岐阜大学大学院農学研究科/応用遺伝資源学特論/1992年10月 1 日 ~1993年 3 月 31 日， 1993年10
月 1 日 ~1994年 3 月 31 日
木村和義/国立環境研究所/細胞機能の計測手法に関する研究/1992年12月 1 日 ~1993年 3 月 31 日
松本英明/岡山大学農学部/作物生理学/1992年 4 月 1 日 ~1992年10月 15 日， 1993年 4 月 1 日 ~1993年10月
15日





































































きた。この復刻事業を記念して， Prof. W. Pfefferの業績と思想，さらにはその現代における意義について
のシンポジウムを1990年5月11日，倉敷中央病院大原記念ホールにて開催した。
演者/所属/演題




z. Hejnowiロ/SilesianUniversity (Poland) / Scientists of different distinction and 
development of scientific concept : An example. 
田沢仁/福井工業大学/原形質膜:昔と今











































遺伝制御学特論 I 遺伝制御学特論 1 前川雅彦
植物遺伝資源学特論 武田和義 植物遺伝資源学特論 1 佐藤和広
生物機能解析部門
生物間情報認識特論 兼久勝夫 生物間情報認識特論 1 
代謝調節特論 代謝調節特論 1 中島進
機能物質解析特論 鈴木幸雄 機能物質解析特論 1 山崎良樹
生物環境反応部門
病態解析学特論 井上成信 病態解析学特論 I 前田学憲
生態化学解析特論 I 青山勲 生態化学解析特論 I 村本茂樹


















作物育種学 武田和義 作物遺伝資源学 本吉融男
































平成元年度 1名(1 ) 平成2年度 3名(2 ) 
平成3年度 3名(1) 平成4年度











博士課程の修了者は，平成元年度修了2名， 3年度2名， 5年度1名，平成6年度の在籍者はD3 3名，







修 士 課 程 博 士 課 程
終了年度
民間 公務員 進学 その他 民間 公務員 その他
平成元年度 1 2(2) 
2年 2 
3年 1 2 2(2) 
4年 6 3 3(1) 3 




















































































)1俣邦彦:1989年度.Physiological and morphological studies of photorecePtion in the animal 
eyes.学術博士(課程)






泰山浩二:1叩1年度.Neurobiological study of the reproductive organs in crickets (Gryllus 
bimaculat脳人学術博士(論文)
贋回浄憲:1鈎2年度.Neurophysiological study of the田 rcus-to-giantinterneuron system in the 
cricket.理学博士(課程)
永井一哉:1992年度. ミナミキイロアザミウマ個体群の総合的管理に関する研究.農学博士(論文)
大坪尚贋:1伺2年度.Neuroethological study of the reproductive behaviour in the male cricket 
Gryllus bimぽuJat削除Geer.理学博士(課程)
高江州賢文:1992年度.沖縄県における畑雑草の発生機構に関する研究.農学博士(論文)
Inyoman. Widiarta: 1993年度.A comparative study on the population dynamics of gr田 n
- 61 -










Sopandie， Didy : 1989年度.Studies on plant responses to salt stress.学術博士(課程)
(副査)























Chozin， Muhamad Ahmad : 1989年度.Genecological studies on Cyperaceous weeds.学術博士(課程)
小林一成:1四0年度.オオムギ子葉鞘細胞による非病原菌Erysi帥etisiの認識と拒否性の誘導.学術博士
(論文)


















清本正人:1992年度.Egg polarity of starfish : the determinant for archenteron formation localizing 






Kungolos. Athanassios: 1992年度.Studies on a shortー termbioassay of toxic chemicals using 
Saccharomyces cerevisiae .学術博士(課程)
Munandar : 1993年度 Morphoー physicalstudies on drought tolerance in rice (伽izasatiw L.)博士
(農学)(課程)










































































































葛西身延/アメリカ合衆国/1992年7月19日"'-'24日/9thInternational Workshop on Plant Membrane 
Biology 
松本英明/アメリカ合衆国/1992年7月19日"'-'24日/9thInternational Workshop on Plant Membrane 
Biology 
松本英明/横浜/1993年8月28日"'-'9月3日/第15回国際植物学会議
松本英明/オーストラリア/1993年9月10日"'-'9月18日/III International Symposium “Plant-Soil 
Interactions at Low pH" 
山本洋子/オーストラリア/1993年9月10日"'-'9月18日/III International Symposium “Plant-Soil 












米谷俊彦/つくば市/1992年10月13日""10月16日/Intemational Symposium fDisturbed Climate 
Vegetation and Foods(OCVF) 
中島進/京都市/1992年9月初日""9月24日/Kyoto • 92 International Conference on Biological 
Mass Spectromery 
且原真木/横浜/1993年8月28日""9月3日/第15回国際植物学会議
鈴木幸雄/オーストリア/1鈎3年9月11日""1的3年9月21日/EuropeanSymposium on Biocatalysis 
岡村秀雄/カナダ/1992年11月22日""12月1日/Workshopon Microbial Toxicity and Genotoxicity 
Screening Tests for Environmental Hazard Assessment.に出席
青山勲/ドイツ/1的3年5月7日""5月19日/The 6th Intemational Symposium 'on Toxicity 
Assessment and On-Line Monitoringに出席し，研究発表及び座長
村本茂樹/ドイツ/1993年5月7日""5月19日/The 6th Intemational Symposium on Toxicity 
Assessment and On-Line Monitoringに出席し，研究発表
米谷俊彦/京都市/1993年11月8日""11月11日/IntemationalSymposium' on Heifeで研究発表
田中丸重美/連合王国/1993年9月6日""10日/First International Congress on Oxygen and 








(JSPS. Host plant resistance and control of tropical crop peぬ)
河田和雄/フィリッピン/1994年3月14日""3月28日/熱帯作物の病害虫抵抗性と防除/(JSPS. Host 














松本英明/韓国/1993年10月 18 日 ~20日/全南大学農学部で講議(Plant response to alminium stress) 
武田和義/中国/1992年 5 月 2 日~5 月 13 日・ 1993年 5 月 9 日 ~6 月 5 日/文部省科研費(海外学術研究)
中国黄土高原縁化
武田和義/中国/1992年 5 月 23 日 -6 月 1 日・ 1992年10月 6 日 -10月 12 日・ 1993年 7 月 14 日 ~7 月 29 日・
1993年10月9日-10月17日/文部省科研費(創成基礎研究)中国三河平原塩類化修復
河崎利夫/韓国/1993年10月 18 日 ~20日/全南大学農学部で特別講演(Calcium and Salt Stress in Plants) 
榎本敬/韓国/1993年 6 月 1 日~8 日， 1993年 9 月 8 日 ~15日/韓国田畑雑草の調査
米谷俊彦/中国/1992年 5 月28 日~6 月 22日〆黒河流域における地空相互作用に関する日中共同研究
5 外国人研究者の受入れ
氏名/国名/所属機関/期間/受入分野
Suhaimi Napis/マレーシア/UniversitiPertanian Malaysia/1992年10月 19 日 ~12月 9日/遺伝子解析
Lee Yew Hwa/シγガポール/NationalUniversity of Singapore/1993年3月 29 日 ~4月 6日/遺伝子解析
Tatiana Zaharieva/プルガリア/N.Poushkarov Institute of Soil Science and Agroecology /1994年3




P.M.Kutima/ケニア/JomoKenyatta University College of Agriculture and Technology/1992年4月
4 日 ~1992年 9 月 28日/機能物質解析





]. S. Heslop一Harrison/連合王国/JohnInnes白 ntre/1993年9月9日/遺伝子解析
T. Schwarzacher/連合王国/]ohnInnes Centre/1993年9月9日/遺伝子解析
K. Strzalka/ポーランド/Inst.Mol. Biol.， Yogiellonian Univ. /1992年10月30日-31日/形質発現
G. C. Chung/韓国/全南大農/1993年 1 月 11 日 ~13日/形質発現
C. Schnarren berger /ドイツ/FreieUniv. Berlin/1993年 9 月 8 日 ~9 日/形質発現
C. Ullrich/ドイツ/BotanischesInstitute， Technisch Hochschule Darmstadt/1993年9月22日/形質
発現






D. Z. Heinowicz/ポーランド/Universityof Silesia/1992年5月10日""12日/代謝調節
R. r.M. Van Steveninck/オーストラリア/LaTrobe University/1鈎2年5月10日""12日/代謝調節






A.lYuv釦 iyama/タl'/Land Development Dep制 ment/1蜘年10月7日/代謝調節
J. ]tIardie/Imperial Col. Science， London Univ. /1田3年3月12日""13日/生物問情報認識
I.ドodek/Czechoslovakia/臼hechAcademy of Science/1993年11月2日/生物間情報認識
M‘Hodkova/Czhechoslovakia/Czhech Academy of Science/1993年11月2日/生物問情報認識
し O.Brun/New Caledonia/Member of ORSTOM/1鈎4年2月18日/生物間情報認識
Rusmilah Suseno/インドネシア/BogorAgricultural University/1992年10月1日""5日/病態解析
U*ung S. Tresriaputra/イソドネシア/Facultyof Agriculture， Hasanuddin University/1992年10月
1日""5日/病態解析
Wen Yi Cheng/台湾/台湾横業研究所植物保護系/1伺3年1月29日/病態解析
M4rten Melzer/ドイツ/Muslituteof Pharmazeubinche Biologie/1則年2月22日〆病態解析
Hヰ関nDjajasukanta/インドネシア/PadjadjaranUniversity/1993年3月14日""15日/病態解析
Intoman Widiarta/インドネシア/Directorateof Food Crop Prot配 tion/1993年3月17日/病態解析
頼 宗賢/台湾/台北市政府工務局公園路灯工程管理処花尭試験中心/1993年3月17日/病態解析

















































年度 和書 洋書 全所蔵冊数 年度受入冊数
昭和63 67，385 79，478 146，邸3 1，318 
平成元 67，933 80，144 148，077 1，214 
平成2 回，486 80，875 149，361 1，284 
平成3 69，011 81，615 150，626 1，265 








学分野の代表誌 iNatureJ(1870年創刊)， iScienceJ (1883-1894)， rScience.N.S.J (1895年創刊)な
どまとまって所蔵している。世界で最初の雑誌といわれている iPhilosophicalTransactionsJ (The Ro-






















和 洋 計 和 t学 E十
昭和63 92 126 218 944 949 1，893 2，111 9，743 
平成元 92 141 233 771 4印 1，231 1，464 9，793 
平成2 94 133 227 677 326 1，∞3 1，230 9，838 
平成3 97 131 228 876 601 1，477 1，705 9，881 




























































































































































































































































































































































































































































































































































































1990. 4 .16~1993. 3.31 
1990.1 1. 16~1993. 3.31 
1993.4 . 1 ~1994. 3.31 
1994.4 . 1 ~ 
1991. 1 . 1 ~1994. 4 .30 
1994.5. 1 ~ 
1992.4 . 1 ~1994. 3.31 
1992.4 . 1 ~1994. 3.31 
1992.4. 1 ~ 
1992.4 . 1 ~ 
1992.10. 1 ~ 
~1993. 3.31 
~1993. 3.31 
1993.4 . 1 ~ 
1993.7. 1 ~ 
~1993. 9.30 
1993.10. 1 ~1994. 3.31 
1伺3.11.16~
1993.1 1. 16~1994. 5.31 
1994.6. 1 ~ 
~1993.12.31 
1994.1 . 1 ~1994. 3.31 
~1994. 3.31 
1994.4 . 1 ~ 



















































1990.4 . 1 ~1993. 3 .31 
1田0.4. 1 ~1994. 3 .31 
1991. 4 . 1 ~1994. 3 .31 
1991. 4 . 1 ~1993. 9.30 
1992.4 . 1 ~1994. 3 .31 
1992.4 . 1 ~ 
1992.4 . 1 ~ 
~1993. 3.31 
1993.4 . 1 ~ 
1993.10. 1 ~ 
1994.4 . 1 ~ 
1994.4.1 ~ 
1994.4. 1 ~ 











1991. 4 . 1 ~1993. 3 .31 
1991. 4 . 1 ~1994. 3 .30 
1992.4. 1 ~1993. 8 .31 
1992.12. 1 ~1993. 7.6 
1993.4. 1 ~ 
1993. 8 .18~1993. 9.1 
1993. 9 .16~ 
1993.12. 6 ~ 


















歳入科 目 昭和63年度 平成冗年度 平成2年度 平成3年度 平成4年度 平成5年度
千円 千円 千円 千円 千円 千円
綬業料及入学検定料 364 231 289 24 808 977 
授 業 料 351 112 227 585 454 
入学料及検定料 13 119 62 24 223 258 
講 習 料 265 
雑 収 入 15，781 17，673 26，020 21，770 21，149 31，060 
用途指定寄附金受入 9，230 9，4∞ 14，126 11，055 10，445 21，665 
受託調査試験等収入 3，954 5，941 9，613 8，480 8，568 6，751 
農場及演習林収入 2，225 1，706 1，597 1，840 1，732 2，211 
刊行物等売払代 333 581 625 348 398 370 
不用物品売払代 39 44 59 47 6 63 
雑 入 1 
2十 16，145 17，田4 26，309 21，794 21，957 32，037 
②歳出
支 出 科 自 昭和63年度 平成冗年度 平成2年度 平成3年度 平成4年度 平成5年度
千円 千円 千円 千円 千円 千円
国 立 学 校 13，362 15，238 24，638 21，385 20，225 36，∞3 
諸 謝 金 53 47 477 157 
職 員 旅 費 210 58 279 67 
受託研究旅費 882 1，132 1，130 814 914 622 
赴 任 旅 費 953 1，015 1，320 
在外研究員旅費 124 3，988 
講 師 等 旅 費 7 494 232 
外及国人帰数国師等招旅へ費い 627 
校 費 570 479 
受 託 研 究 費 2，936 4，363 8，373 7，257 6，142 6，105 
受託研究員資 44 343 319 597 
招へい外国人滞在費 202 
各 所 修 繕 1，600 
奨 学 交 付 金 9，230 9，4∞ 14，126 11，055 10，445 21，665 
研 究 所 179，部6 204，965 220，179 203，759 1回，729 248，268 
職 員 諸 手 当 1，0珂 1，034 1，030 1，096 574 
9，216 I 超過勤務手当 7，425 8，022 8，138 9，225 8，邸6
非常勤職員手当 78 76 78 78 78 114 
諸 謝 金 360 332 342 348 359 363 
職 員 旅 費 4，582 4，887 5，882 6，106 6，769 5，257 
研究員等・旅費 549 598 433 482 482 461 
外及国人帰歓国師等招旅へ費い 731 239 588 696 
校 費 165，873 189，975 203，466 186，144 165，934 232，120 
自動車重量税 41 41 79 41 79 41 
施 設 整 備 費 6，499 120，969 47，092 
施設施工旅費 2∞ 
施 設 整 備 費 6，499 120，969 46，892 




年 度 研 究 題 目 研究代表者
職員旅費 校費 言十
千円 千円 千円
昭和63年度 資源生物機能の解析と制御 ω 4，400 4，490 教授河崎利夫






11 55 4，1∞ 4，155 " 
平成 2年度
資源生物における水環境反応の解析と評











11 55 3，7∞ 3，755 " 
平成 4年度
環境及び病害虫耐性に関わる遺伝子の探
教授本音徳男70 4，900 4，970 
索と解析に関する研究
11 64 4，800 4，864 1/ 
平成 5年度
資源生物における作用物質の動態解析に




区分 昭和63年度 平成元年度 平成2年度 平成3年度
事項名 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額
件 千円 件 千円 件 千円 件 千円
民間等との
1 1.324 l 1.324 共 同 研 究
受 託 研 究 4 3.818 4 4.617 3 8.289 3 8.097 
奨学寄附金 8 9.230 7 9.400 9 14.126 8 11.055 
計 12 13.048 12 15.341 13 23.739 11 19.152 
4)科学研究費補助金受入状況
研究(1) (研究代表者 ・分担者分)
昭和田年度 平成元年度 平成2年度 平成3年度
種 目
件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額
件 千円 件 千円 件 千円 件 千円
重点領域研究(1) 1 1.印O 2 5.7∞ 2 3.700 
総合研究 (A) 4 1.0印 4 1.ωo 2 940 2 710 
特定研究 (1) l 2.5∞ 
試験研究 l 300 
(代表者)
総合研究仏)
2十 6 3.800 5 3.180 4 6.臼O 4 4.410 
研究(2) (機関分)
昭和63年度 平成元年度 平成2年度 平成3年度
種 目
件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額
件 千円 件 千円 件 千円 件 千円
重点領滅研究(2) 1 3.α)() l 2.2∞ 
一 般研究 (B) 2 5.100 l 1.300 2 4.反)() 3 7.5∞ 
6 6.100 8 8.800 3 2.4∞ 5 3.銃犯
励研究 (A) 1 ωo 2 1.9∞ 
計 8 11.2∞ 9 10.100 7 10.7∞ 11 15.500 
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平成4年度 平成5年度
件数 金額 件数 金額
件 千円 件 千円
3 7.083 2 6.751 
7 10.445 15 21.665 
10 17.528 17 28.416 
平成4年度 平成5年度
件数 金額 件数 金額
件 千円 件 千円
l 2.7∞ l 3.400 




3 3.1印 5 14.n5 I 
※分担者へ送金 8.625千円
平成4年度 平成5年度
件数 金額 件数 金額
件 千円 件 千円
3 3.6∞ l 1.200 
6 6.4∞ 8 8.900 
3 2.7∞ 





















































平成5年10月 資源生物科学研究所研究棟新営 R C -3 1， 1 5 2 m' 
H 資源生物科学研究所遺伝子実験槙新営 RC-3 342m' 
平成5年12月 資源生物科学研究所研究棟改修 RCー 2 4， 0 22m' 
2 研究機器の整備状況
研究用設備
薦入 品 目 規 格 金 額 納入 供用部署 備 考年度 年月日
円
4 赤外放射温度計システム 日本電気三栄勝製サーモメータ 11，433，000 4.12.24 環境適応、解析 特別設備費
-ー
THll01外
4 走査型レーザ生物顕微鏡シス 米国バイオ・ラ ッド社製 12，875，飢渇 5.3.12 遺伝子解析 一般設備費テム MRC-“)()外
4 パイオシステム環境制御装置 附日本医化器量級製作所製 43，136，4∞ 5.3.24 環境適応解析 特別t償費PT-2ANC~ 外
4 自動ダイデオキシ反応・解説 米国アプライドパイオシステムズ社銀 “，侭5，7∞ 5.3.24 遺伝子解析 特別設備費システム GENEPURE341外
4 電動式加圧型細胞破砕機 鋼大岳製作所製半自動連続処理型電 4，鎚6.5∞ 5.3.30 生悠化学解析 一般設備費動式フレンチプレスNo5501-MA外
5 顕微分光光度計システム 独国カールツアイス社製MPM叡泊 43.466.000 6.3.22 形質発現 特別設備費
5 蛋白質一時構造解析装置 側島海製作所製PPSQー 10システム 10.銃砲.370 6.3.9 機能物質解析 一般設備費
5 人工光型グロースキャビネ ッ タパイエスベック鮒製 29.731，980 6.3.30 大変系統保存 特別設備費卜 TGE-9HS 4台外 施1!t
5 独立多連室発芽・育酋装置 側藤原製作所4F工 50S 9.991.ぽ)() 6.3.30 " " 
放射線防護設備
品 目 規 格
分離用組遠心機 米国ベックマY社製L8-70MF
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